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市報 ＃ 自然をだいせつにし､美しいまちをつくりましょう
｢ 1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1 ．礼儀を正しくし､う到引,”る壷〕くりましょう

1 ．元気で働き､豊かなまちをつくりましょう
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▲
優
勝
し
た
は
と
を
抱
く

関
く
ん
（
右
）
と
新
田
さ
ん
（
左
）

は
と
は
、
飼
わ
れ
て
い
た
鳩
舎
（
き
ゅ
う
し

や
）
に
帰
る
性
質
が
あ
り
、
数
百
キ
ロ
も
離
れ

た
所
か
ら
戻
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
性
質
を
利
用

し
て
行
う
は
と
レ
ー
ス
に
は
、
市
内
の
愛
好
者

た
ち
も
出
場
し
好
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

関
一
巳
く
ん
（
大
和
町
）
は
、
高
萩
小
学
校

五
年
生
。
昨
年
、
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
の

参
加
者
で
行
う
文
部
大
臣
賞
レ
ー
ス
（
百
キ
ｇ

で
、
み
ご
と
に
全
国
総
合
優
勝
し
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
大
き
な
レ
ー
ス
で
優
勝
で
き
る
な
ん

て
夢
の
よ
う
て
す
。
は
と
が
無
事
に
帰
っ
て
き

た
と
き
が
一
番
う
れ
し
か
っ
た
で
す
凶

新
田
栄
治
さ
ん
（
大
和
町
）
は
、
昨
年
の
高

松
宮
賞
レ
ー
ス
（
五
百
キ
巳
で
優
勝
。
優
勝

歴
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
十
回
を
越
え
て
い
ま
す
。

「
は
と
を
飼
い
始
め
て
十
五
年
に
な
り
ま
す
が
、

青
森
県
な
ど
の
遠
い
初
め
て
の
土
地
か
ら
帰
っ

て
く
る
は
と
の
能
力
に
は
、
い
ま
で
も
驚
か
さ

れ
ま
す
凶

「
寒
い
と
き
は
世
話
が
た
い
へ
ん
」
（
関
く
ん
）
、

「
毎
朝
一
、
二
時
間
は
は
と
の
時
間
」
（
新
田

さ
ん
）
と
言
い
な
が
ら
、
い
と
お
し
そ
う
に
は

と
を
抱
き
し
め
て
い
ま
し
た
。
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最
近
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
大
規
模
な
ホ
テ

ル
火
災
な
ど
が
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
て
い
ま

す
。
幸
い
に
し
て
、
市
内
に
は
そ
の
よ
う
な
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
去
年
一
年
間
の

状
況
を
み
る
と
、
お
と
と
し
よ
り
も
増
え
て
い

ま
す
。下

表
の
と
お
り
、
去
年
は
火
災
発
生
件
数
が

二
十
一
件
で
、
お
と
と
し
の
七
件
よ
り
十
四
件

も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
建
物
火
災

が
九
件
増
、
車
両
火
災
が
一
件
増
、
そ
の
他
の

火
災
が
四
件
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
損
害

額
で
は
、
四
百
六
十
二
万
四
千
円
も
増
え
て
い

ま
す
。こ

れ
ら
の
火
災
の
原
因
は
、
タ
キ
火
、
切
断

機
、
ガ
ス
レ
ン
ジ
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
単

な
る
タ
キ
火
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
原

因
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

「
火
事
は
怖
い
」
と
、
た
だ
漫
然
と
考
え
て

い
る
だ
け
で
は
、
火
災
は
防
げ
そ
う
に
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
う
い
う
場
合
に
、
ど
ん
な
火
災
が
多

い
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
注
意
が
必
要

か
ｌ
い
わ
ば
、
火
災
の
〃
傾
向
と
対
策
〃
を

自
分
な
り
に
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
人
一
人
の
注
意
で
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ

、
『
ノ
↓
』
‐
ｌ
）
幸
十
手
’
１
」
，
ｒ
か
、
「
ノ
。

へ
．
）

●市内の火災状況
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昭
和
五
十
八
年
版
消
防
白
書
に
よ
る
た
る
人
か
こ
の
期
間
に
命
を
落
と
し
て

と
、
昭
和
五
十
七
年
中
に
発
生
し
た
火
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
三
か
月
間
で
死

災
は
、
全
国
で
六
万
五
百
六
十
八
件
。
者
が
最
も
多
い
の
は
二
月
で
す
。
寒
い

火
災
に
よ
る
死
者
を
火
災
の
種
類
別
に
時
期
は
、
暖
を
と
る
た
め
の
火
気
使
用

み
る
と
、
建
物
火
災
に
よ
る
も
の
が
全
が
増
え
ま
す
。
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

体
の
七
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
意
し
た
い
も
の
で
す
。

の
な
か
で
も
木
造
住
宅
の
死
者
が
最
も
〔
午
前
一
一
一
時
〕
時
間
帯
で
は
、
深
夜
か

多
く
、
階
層

別
で
は
一
階

で
の
死
者
が

約
七
割
を
占

め
ま
す
。
こ

の
ほ
か
死
者

を
出
し
た
火

災
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
ま
熟
睡
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
が
、
家

し
た
。
庭
で
は
簡
易
型
火
災
警
報
器
を
取
り
付

〔
｜
｜
月
〕
一
年
の
う
ち
で
火
災
に
よ
る
け
る
な
ど
し
て
、
寝
て
い
る
間
の
出
火

死
者
が
多
い
の
は
一
月
～
三
月
。
五
十
も
感
知
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

七
年
中
の
死
者
の
う
ち
、
約
四
割
に
当
す
。

こ
ん
な
ふ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
．

ー

二
月
、
午
前
三
時
．〔

逃
げ
遅
れ
〕
死
亡
原
因
で
一

番
多
い
の
は
や
け
ど
で
五
二
・

四
％
、
次
い
で
一
雌
化
炭
素
中

毒
や
窒
息
の
四
○
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
死
に
至
っ
た
経
過
を

み
る
と
、
逃
げ
遅
れ
が
、
放
火

自
殺
者
を
除
く
死
者
の
七
○
・

六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し

て
逃
げ
遅
れ
中
で
も
「
気
づ
い

た
と
き
に
は
火
煙
が
回
り
、
逃

げ
道
が
な
か
っ
た
」
と
思
わ
れ
る

ケ
ー
ス
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。火

災
に
命
を
奮
わ
れ
な
い
た

め
に
、
こ
の
よ
う
な
〃
伽
向
〃

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ら
早
朝
に
か

け
て
の
時
間

に
死
者
が
多

・
。
哩
・
・
、
く
な
っ
て
い

多
い
の
か
《

前
三
時
台
。

ま
す
。
特
に

多
い
の
か
午

(2)



救
急
車
の
出
場
状
況
を
、
連
絡
の
あ

っ
た
件
数
で
み
る
と
、
昭
和
五
十
七
年

の
一
年
間
で
は
六
○
○
件
、
五
十
八
年

は
五
七
二
件
で
、
わ
ず
か
に
減
っ
て
い

ま
す
。
去
年
一
年
間
に
五
八
一
の
人
が

救
急
車
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
一
日
平
均

は
一
・
六
人
で
す
。
急
病
で
運
ば
れ
た

人
が
一
番
多
く
、
次
い
で
交
通
事
故
と

な
っ
て
い
ま
す
。

や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
救
急
車

〈
救
急
車
を
呼
ぶ
前
に
〉

運
ん
だ
人
一
日
平
均
一
・
六
人
二
九
番
を
回
す
前
に
救
急
車
が

本
当
に
必
要
か
ど
う
か
考
え
て
み
ま
し

半
の
出
場
状
況
を
、
連
絡
の
あ
を
利
用
す
る
と
き
に
は
、
次
の
よ
う
な
よ
う
。
次
の
よ
う
な
人
は
救
急
車
の
利

奴
で
み
る
と
、
昭
和
五
十
七
年
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
用
を
見
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●救急車の出場状況
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正
し
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利
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よ
う

昭
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五
十
七
年 年
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昭連絡のあった件数 132 11 60
和

辛運ん浴部数 ］” ！， ‘’
八

年運んだ人数 158 12 61
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▼
伝
染
病
や
精
神
病
の
診
察
ま
た
は
治

療
を
受
け
る
人

▼
酒
を
飲
ん
で
酔
っ
て
い
る
だ
け
の
人

〈
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
〉

二
九
番
が
通
じ
た
ら
、
次
の
よ
う
な

こ
と
を
落
ち
着
い
て
知
ら
せ
ま
し

卜
士
、
「
ノ
。

①
「
救
急
」
と
「
火
災
」
の
区
別

（
二
九
番
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ

た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②
来
て
ほ
し
い
場
所
の
住
所
と
、

そ
の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
（
自

宅
の
電
話
口
に
住
所
を
書
い
て
お

く
と
便
利
で
す
）

③
事
故
や
病
気
の
種
類

日
日
■ 高

萩
警
察
署
跡
に
新
し
い
庁
舎
を
建
設
中
で
す
。

今
年
の
八
月
に
は
完
成
す
る
予
定
で
、
完
成
後
移
転

し
ま
す
。

城
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
Ｆ
膣
囎
匹
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
－
Ｉ
」
Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ

茨
Ａ
ｌ
国
道
６
号
線

北
ｊ
十
丁 消

防
署
が
移
転
し
ま
す

ー

▼
家
庭
内
な
ど
で
起
こ
っ

た
事
故
や
病
気
で
タ
ク

シ
ー
や
マ
イ
カ
ー
を
使
っ

て
運
べ
る
人

▼
緊
急
に
運
ぶ
必
要
が
な

陸橋

■
■
■
Ⅱ

」

④
患
者
の
数
、
年
齢
、
性
別

⑤
患
者
の
容
態
（
意
識
が
な
い
、
呼
吸

が
な
い
な
ど
）

〈
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
て
〉

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
で
き
れ

ば
次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
な
応
急
手
当
て
を
続
け
る

▼
保
険
証
を
準
備
す
る

▼
救
急
車
を
誘
導
す
る
た
め
に
表
通
り

に
出
る

な
お
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
連
絡

す
る
必
要
の
あ
る
病
気
の
場
合
は
、
す

ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
救
急
車
が
到
着
し
た
ら
〉

救
急
車
が
到
着
し
た
ら
、
救
急
隊
員

に
次
の
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

▼
到
着
す
る
ま
で
の
患
者
の
容
態

▼
施
し
た
応
急
手
当
の
内
容

▼
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名

▼
連
絡
の
と
れ
た
病
院
の
名

東
口

(3)



おめでとう20歳

L今年の成人482人
｜
月
十
五
日
は
成
人
の
日
。
今
年
は
、
市
内

で
四
百
八
十
二
人
の
新
成
人
が
、
お
と
な
の
仲

間
入
り
を
し
ま
し
だ
。

こ
の
新
成
人
の
か
だ
が
だ
が
生
ま
れ
だ
昭
和

三
十
八
年
と
一
一
干
九
年
に
は
、
「
吉
展
ち
ゃ
ん

誘
か
い
事
件
」
「
ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
暗
殺
事

件
」
、
ま
だ
、
テ
レ
シ
コ
ワ
さ
ん
（
ソ
連
）
の

初
め
て
の
宇
宙
飛
行
な
ど
が
あ
つ
だ
年
で
す
。

そ
の
こ
ろ
生
ま
れ
左
赤
ち
ゃ
ん
も
、
｜
干
歳
。

二
十
歳
に
な
る
と
、
男
女
を
問
わ
ず
人
前
の

人
間
と
し
て
の
権
利
と
、
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

今
回
、
成
人
を
迎
え
左
六
人
の
か
左
に
、
感

想
や
抱
負
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
だ
。

▲文化会館で行われた成人式

第30回高萩市成人式には335人（男153人、女182人）

出席しました｡ 10人|こ7人が出席したことになります。

｛
）

が

的
な
勉
強
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
に
出
て
か
ら
、

学
習
の
必
要
性
を
よ
り

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

時
間
の
合
間
を
み
て
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
実
践

お
そ
い
だ

襲
田
由
美
子

（
大
和
町
）

鈴
木
良
信

（
下
君
田
）

尋
診．

直
き
ま
し
た

二
十
歳
の
実
感
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
に
感
じ
て
く
る
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
は
、
預
金
を
し
て
、
車
を
買
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
そ

ろ
そ
ろ
結
婚
の
こ
と
も
．
…
・
・
。

王
口

…

何
事
に
も
意
欲
を

力
し
て
い
き
た
い
で

§

＃

仕
事
の
難
し
さ
を
だ
ん
だ
ん
実
感
し
て

ま
す
。
特
に
年
上
の
か
た
を
相
手
に
す
る

で
、
〃
仕
事
の
半
分
は
人
つ
き
あ
い
〃
と

ノ、て
、
気
を
つ
か
っ
て
い
ま
す

〆
） ０

Ⅱ
Ｌ

つ
」持

っ
て
あ
た
る
よ
う
努

十
。
〃
。 山

縣
裕
之

（
高
浜
町
）

樫
村
浩
代
（
下
手
綱
）

社
会
に
出
て
か
ら
ま
だ
二
年
．
仕
事
に
も
や
っ
と
慣
れ

て
き
た
状
態
で
、
今
は
夢
中
で
や
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
編
み
物
を
覚
え
て
、
セ
ー
タ
ー
の
一
枚
ぐ
ら
い

は
作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

去
年
の
衆
議
院
選
挙
で
初
め
て
投
票
し
た
と

き
に
、
二
十
歳
の
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
成
人

式
で
は
、
き
ち
っ
と
し
た
服
装
で
式
に
参
列
し
、

気
持
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

今
は
、
仕
事
上
で
必
要
な
資
格
を
取
る
た
め
、

毎
日
勉
強
し
て
い
ま
す
。

思のい

二
十
歳
と
い
え
ば
一
人
前
。
仕

事
や
家
の
こ
と
（
家
事
）
を
し
っ

か
り
こ
な
さ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

何
事
も
経
験
と
思
っ
て
、
い
ろ

ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

戸
Ｌ
↑
７
。

加藤善路

(島名）

根本一美

（安良川）

(4)



申
告
の必

要
な
人

市
県
民
税
の
出
張
に
よ
る
申
告
指
導

や
受
け
付
け
を
、
二
月
二
十
日
か
ら
別

表
の
日
ど
り
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
市
役
所
税
務
課
で
毎
日
受
け
付

け
い
た
し
ま
す
。
（
土
曜
日
の
午
後
、

日
曜
日
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
）

得

’
二

一「
一
一

Ｌ

』
－
市
県
民
税
の
申
告

膜 でこと今
年
一
月
一
日
現
在
高
萩
市
内
に
居

税
務
課
で毎

日
受
付

今
年
も
市
県
民
税
の
申
告
時
期

な
り
ま
し
た
。
申
告
の
時
期
は
、

月
‐
エ
ハ
曰
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
す
。

正
し
く
申
告
し
て
納
得
の
い
く

金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力

だ
さ
い
。

月
十
六
日
か

r可

■■

‘■
■ 住

し
て
い
た
人
で
、
営
業
、
農
業
、
そ

の
他
の
事
業
、
株
の
配
当
、
雑
収
入
、

譲
渡
、
山
林
所
得
な
ど
の
あ
っ
た
人
で

す
。

給
与
所
得
の
み
の
人
は
原
則
と
し
て

申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
勤

務
先
で
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
を

提
出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
本
人
が
直

接
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
前
年

中
に
災
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
雑
損

控
除
や
、
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

※
確
定
申
告
（
所
得
税
）
を
し
た
人
は

市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

市
県
民
税
（
確
定
申
告
を
含
む
）
の

申
告
を
し
た
人
は
、
個
人
事
業
税
の
申

告
を
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て

い
斗
謀
主
９
０

申
告
を
す
る
と
き
は
次
の
も
の
が
必

要
で
す
。
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⑩
印
鑑

②
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
、
書

申
告
の
と
き
”
的
”
：

価
酔

持
参
す
る
も
の

出
張
の
受
付
は
一
一
月
二
十
日
か
ら
ｌ
と

●
●
●

一
》

u八ノ

申告の指導と受付の日どり

類
（
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
）

③
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
の
領
収
証
書
ま
た
は
納

税
証
明
書

㈱
医
療
費
を
支
払
っ
た
領
収
書

⑤
生
命
保
険
、
簡
易
保
険
料
を
支
払

いロ 戸

吋 口 時 間

F前10時～午後3時まて

堤 所

患践喧|剛憩 臘川小学椎2月20日(月）

／
●若蕊…＃ ｜識“善中戸川公長鱸

2月21日㈹

赤浜田園都市センター

2月22日㈹ 関口公民館 高戸公民館 山手公民館
〆

行人塚集会所 ’島名多目的
II|:修会館

2月23日附

2月24日㈲

下組公民館

申
告
書
用
紙
は
、
日
ど
り
な
ど
に
合

わ
せ
て
、
地
域
別
に
税
務
課
か
ら
直
接

郵
送
し
ま
す
。
申
告
書
に
住
所
、
氏
名
、

扶
養
親
族
名
な
ど
を
、
同
封
の
申
告
書

記
載
例
を
参
考
に
書
い
て
く
だ
さ
い
・

申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
（
冠
③
二
一
二
内
線
二
○
一

～
二
○
五
）
へ
ど
、
７
ぞ
。

ざ や

申
告
の
用
紙
は
Ⅷ

峠
叩
御
直
接
あ
な
た
に
郵
送

っ
た
領
収
書
な
ど
で
す

北組公民館 秋山中公民館

秋山下公民館下手綱公民館

石滝公民館 有明町集会所

北組公民館 ,駒木原集会所

安良川公民館

南組生活改善

センター

2月27日(月）

2月28日㈹

Iノ

南

2月16日～3

月15日まで

毎日 （ただ

し、土曜日

の午後、 日
曜日は除く）

前8時30分～

午後5時まて
高萩市役所税務課

J
月 ’ 72 月 1 月 12 月 月 月 | 9 H 8 月 １１

市
県
民
税

６
川
民
年
金

5 月 4 月11 10

税
金
と
年
金
の

納
期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

市
県
民
税
（
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
３
期
）

市

|｣ヨ
ダI,

国
民
年
余

巾
県
民
税

田
民
健
康
保
険
税

（
本
算
賦
課
）

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

（
暫
定
賦
課
）

一
固
定
資
産

｛
都
市
計
両

国
民
年 具

産

一
間
定
資
産
税

一
都
市
計
画
税

一
固
定
資
産
税

一
都
市
計
画
税

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

国
民
年
金

、
税
お
よ
び
年
金

民
税

税

印
画
税

年
金

（
４
期
）

（
４
期
）

（
２
期
）

へ←、

2 2

IU1期 (2期
一〆ー〃

ジー、

つ
J

期
一一F

（
３
期
）

（
全
期
）

－
１
期
）

、
Ｊ
１
Ｊ
配

（
１
脚
）

（
１
期
）

３
期
） (1 1UI

""2/28 Ht#12/25 11/30 5/31 5/1

(5)
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ス
ポ
ー
ツ
へ
の
閏
心
は
、
〃
貝
る
も

の
″
か
ら
〃
参
加
す
る
も
の
〃
へ
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
仕
事
や
家
事
の
合

間
の
時
間
を
利
用
し
、
手
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

下
の
表
は
、
各
ス
ボ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

市
民
体
育
館
利
用
状
況
で
す
。
あ
な
た

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
体
力
に
合
わ
せ
て
、

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

二

二

三

三

三

三

三

三

三

三

三

二

二

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

二

三

三

三

三

三

二

一
三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

余
暇
を
利
用
し
ス
ボ
ー
ッ
ヘ
参
加

市
民
体
育
館
の
利
用
を

急謬蕊嬢騨辮

鍼謹灘霊

蟹ヨ
場

所

別旧」I

金火 水 木
再
一
・ 土

卓
球

（
代
表
・
中
崎
）

卓

球
（
代
表
・
中
崎

Ｊ
ト
ミ
ニ
ト
ニ

（
ウ
エ
ン
ズ
ク
ラ
フ
）

菫
球

（
向
洋
台
）

親
子
体
操

バ
レ
ー
ボ
ー
ル（

安
良
川
）

卓
球

（
代
表
・
中
崎
）

親
子
健
康
体
操

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
代
表
・
樫
村
）

親
子
健
康
体
操

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
代
表
・
樫
村
）

園
■‐

昨年12月にオーブ'ンした市立図書館の入口に

は、みごとなブロンズ像が置かれ、図書館利用

者の目を楽しませています。

○寄贈高萩ライオンズクラブ

○製作者山崎猫（茨城大学救授）

○作品名 「精華」

累斗

■

ハ
レ
ー
ホ
ー
ル

（
安
良
川
）

ハ
レ
ー
ホ
ー
ル

（
安
良
川
）

し
ｌ
オ
ー
ハ

（
大
和
ク
ラ
ブ
）

し
ｌ
オ
ー
ハ

（
大
和
ク
ラ
ブ
）

し
ｌ
オ
ー
ハ

（
大
和
ク
ラ
ブ
）

千
後

～
五
鵠

開 館

1試丁

卓
球（

愛
好
会
）

（硬
,一､レ式
松lテ
原ボー
ク｜ス
ラル
一

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
愛
好
会
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
代
表
・
壹
岐
）

小
林
寺
拳
法

1

ｌ

刀

ｌ

川

（
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
）

へ
Ｋ
Ｄ
Ｄ
）

ｌ

刀

ｌ

川

（
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
）

へ
Ｋ
Ｄ
Ｄ
）

皐
｜
（
霞 柔 道|聖

林寺

法
柔 進柔 道

とが
－ノJ※各クラブの都合などによって、日程を変更するご

あります。

’柔
道
は

せ
て
心
身

未
か
ら
の

十
五
人
（

寺
、
、
、
Ｌ

ン
ノ
ー
カ

○
練
習
日

午
後
六

○
参
加
申

③
二
五

ｍ
溌

垂
・
唖

”
口
“
奇

迩
艶

一
一
一
》
霊
声
慰

鍍一

時
ク
ラ
ブ
紹
介
！

日
本
赤
十
字
社
茨
城
鼎
支
部

か
ら
、
赤
十
字
救
援
車
（
ラ
イ

ト
、
ハ
さ
一
台
が
市
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
、

赤
十
字
活
動
で
の
栖
熈
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
支
部
か
ら
の
寄
贈

は
三
台
目
で
す
。

機
動
力
ア
ッ
プ

新
し
い
日
赤
車

か
込
先

五
一
二

礼
」
を
重
ん
じ
、
あ
わ

の
鍛
練
を
目
指
す
日
本
古

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
現
在
四

小
・
中
・
高
校
生
）
の
メ

、
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

＝

勾
八
時
半
ま
｛

市
民
体
育
館
（
恋
一

鰯課

獄 蕊蕊柔道教室
1

一一

今
春
、
進
学
さ
れ
る
か
た
の
ご
父
兄

へ
、
進
学
に
必
要
な
資
金
を
ご
融
資
い

た
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
人
高
校
・
短
大
・
大

学
お
よ
び
各
種
専
門
学
校
（
専
修
学

校
含
む
）
へ
進
学
す
る
た
め
資
金
を

必
要
と
す
る
か
た

○
融
資
金
額
一
進
学
者
あ
た
り
五
十

万
円
以
内

○
融
資
期
間
進
学
す
る
学
校
の
修
業

年
限
以
内
。
た
だ
し
、
短
大
は
三
年

以
内
。
母
子
家
庭
・
交
通
遺
児
家
庭

の
か
た
に
つ
い
て
は
、
修
業
年
限
に

一
年
の
延
長
が
可
能
で
す
。

○
利
率
年
八
・
一
％

○
返
済
方
法
毎
月
元
利
均
等
返
済

（
希
望
に
よ
り
ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返

済
も
併
用
で
き
ま
す
）

○
保
証
人
一
名
以
上

○
取
扱
期
限
五
十
九
年
四
Ⅱ
末
日
ま

で取
扱
機
関
は
、
国
民
金
融
公
庫
日
立

支
店
（
丑
○
二
九
四
’
二
四
’
二
四
五

二
の
ほ
か
、
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信

託
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労

働
金
脈
、
農
協
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
金
融

機
関
で
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
験
校
が
決
ま
っ
た
ら

■
●
■
■
七
町
■
■
⑤
車
■
■
ｂ
●
■
ｑ
■
■
殆
■
凹
凸
■
■
Ｉ
■
句
■
●
配
如
已
叱
・
叱
叱
“
■
凸
ｃ
Ｃ
Ｆ

蕊
簿
簿
駕
蕊
蕊
蕊
蕊
騨

謹
お
早
め
に
ど
う
ぞ

・
・
蕊
葬
舜
・
静
癖
篭
鴬
・
・
・
●
・
・
・
認
．
．
“
・
《
、

“
…
妬
。
ｏ
Ｌ
。
。
。
Ｆ
●
戴
尭
託
叱
鈴
宰
》
》
》
域
Ｐ
・
“

「
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」

■由

ﾛ●■｡｡

・％｡.･･，
｡◆。

D■■寺①

｡､｡::｡
■勺●

h ■● ｡

：宮・・・

(6)



’ ’ 一
月
二
十
二
日
、
第
九
回
新
春
市
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま

化 5 三
百
五
十
人
参
加

瀞噂
謬#,

で
約
三
百
五
十
人
の
選
手
た
ち
は
、
沿
、
．
．
．
・
・
・
⑮
、
，
、
・
・
・
鋼
“
叙
・
・
・
，
・
・
、
・
・
ゞ
‐
・
潔
”
・
・

道
か
ら
の
声
援
を
う
け
、
小
雨
の
中
を

五
十
人
参
加

力
い
っ
ぱ
い
走
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
春
市
民
マ
ラ
ソ
ン
十
キ
ロ
〔
高
校
〕
①
大
森
裕
次
②
柴
崎

正
博
③
黒
沢
一
茂
〔
三
十
歳
以
下
〕
①

十
二
日
、
第
九
回
新
春
市
民
皆
川
久
夫
②
山
崎
正
弘
③
高
橋
伊
佐
男

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
回
十
歳
以
下
〕
①
小
野
正
人
②
長
岐

た
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
治
雄
③
石
川
正
美

い
ぶ
〆
＃
繩
舗
＆

三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
二
三
三
二
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
の
一
つ
に
水
さ
い
。
￥

一
道
の
水
が
あ
り
ま
す
ｐ
水
道
の
水
は
、
◎
料
金
の
支
払
い
は
口
座
振
替
を
一

円
円
谷

Ｊ一
叩
吻
叩
探
館
要
心
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
ぬ
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
、
ぜ
ひ
ご
一

Ｊ

ヨ
８
５
店
会
一
ろ
過
や
滅
菌
し
て
皆
様
の
ご
家
庭
に
送
利
用
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
健
最
一

や
峠
堀
ド
屋
文

表
岬
蝿
匡
誹
罷
鍾
諦
嘩
蓉
眠
て
“
録
願
い
唖
崎
壁
騨
鍾
匪
奎
鯉
誰
硫
岬
濡
証
恥
群
一

聡
間
咋
諦
諦
織
一
伺
い
い
た
し
ま
す
が
．
次
の
こ
と
に
注
ぞ
．

イ
後
円

一
検
針
貝
が
、
月
の
始
め
に
検
針
に
お
て
、
お
取
り
引
き
の
金
融
機
関
へ
ど
う
土

ア
午
０

１

０
ｆ
く

罐
酒
岬
岬
騨
伽
州
蹄
吋
州
卦
眼
孔
ぽ
淋
恢
舵
鋸
ス
に
物
を
置
か
な
水
道
の
中
止
開
始
を
伴
い
ま
す
の
〉

◎
転
入
、
転
出
の
と
き
は

。
｜

田
－
２
帥
三
橋
３
Ａ
ブ
嶢
戸
↑
い
で
く
だ
さ
い
．
で
、
必
ず
水
道
課
（
狂
③
’
二
二
内
一

山
ク
き
料
軽
高
き
料
巾
ピ
↓
②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
き
れ
い
に
し
線
一
一
一
七
二
ま
た
は
一
一
一
七
一
こ
へ
お
脳
け
》

内
と
蝿
津
と
蝿
皿
岬
》
て
お
き
ま
し
ょ
う
．
く
だ
さ
い
．

ｒ
ｒＯ
○
○
○
聿
日

ー

ー

一
○
内
容
血
圧
測
定
や
成
人
病
予
防
の

一
杣
談

一
○
と
き
毎
週
土
唯
日
、
午
前
九
時
か

一
ら
十
一
時
三
十
分

一
○
と
こ
ろ
巾
民
セ
ン
タ
ー
（
春
日
町
）

一
心
配
ご
と
相
談

一
○
内
容
家
庭
内
の
心
配
ご
と

一
○
と
き
毎
凋
未
曜
日
、
午
後
一
時
か

一
ら
三
時

一
○
と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー
（
春
日
町
）

一
家
庭
児
童
相
談

一
○
内
容
児
童
問
題
で
お
困
り
の
と
き

一
○
と
き
毎
週
火
曜
日
、
午
後
一
時
か

一
ら
三
時

一
○
と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
（
春
日
町
）

一
健
康
相
談

○
内
容
市
役
所
、
公
社
に
対
す
る
苦

情
・
要
望
・
相
談
な
ど
。

○
と
き
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日
、

午
後
一
時
か
ら
四
時

○
と
こ
ろ
市
役
所
市
民
相
談
室

霊
○
内
容
交
通
事
故
専
門
の
相
談

○
と
き
毎
月
第
二
水
曜
日
、
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時

○
と
こ
ろ
市
役
所
市
民
相
談
室

交
通
事
故
相
談

各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

行
政
相
談

蓼

(7)



電話のかけ方が｜
地
牝
碓
峨

昭
和
四

‐一一

－可

’
よ
る

倒
産

一
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
卜
‐
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｑ
ｌ
ｌ
ｊ

高
萩
巾
の
旧
高
岡
地

能
・
中
戸
川
・
上
君
田

川
・
大
金
田
地
区
）
で

設
す
る
君
田
診
療
所
た

の
み
一

十
七
年
か
ら

る
「
健
康
相
談
」
を

健
康
相

すノ医
療
機
関
に
め
ぐ
ま
れ
な
い

お
問
い
合
わ
せ
は
電
報
電
話
局
営
業

課
（
丑
②
二
九
九
一
無
料
）
へ
ど
う
ぞ
。

I
区
（
若
栗
・
大

・
下
君
田
・
横

は
、
週
一
回
開

だ
一
か
所
あ
る

は
、
保
健
婦
に

行
っ
て
い
ま
す
。

談

健
康

血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
個
別
相
談
、
栄

養
士
に
よ
る
食
事
指
導
や
み
そ
汁
の
塩

分
測
定
な
ど
が
そ
の
内
容
で
す
。

ま
た
、
年
に
二
回
、
各
地
区
（
上
君

田
を
除
く
）
ご
と
に
医
師
に
よ
る
無
医

地
区
診
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

自
ら
の
判
断
だ
け
で
は
仙
康
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
機
会
に
積
極

的
に
受
診
し
、
常
に
自
分
の
健
康
状
態

を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
そ
の
他
の
地
区
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
ま
す
。

⑱
衛
生
課
保
健
婦

の地域の

外局番は

0293」

なり菱す

一
）

一I一一－ －－‐

》
…
…
二
月
二
十
八
日

》
…
：
午
後
二
時
か
ら

す
で
に
、
お
知
ら
せ
や
ポ
ス
タ
ー
な

ど
で
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

い
よ
い
よ
来
る
二
月
二
十
八
日
（
火
）

午
後
二
時
か
ら
、
電
話
の
か
け
方
が
変

わ
り
ま
す
。

高
萩
市
・
北
茨
城
市
・
十
王
町
の
二

市
一
町
の
市
外
局
番
は
、
「
○
二
九
三
」

と
な
り
、
こ
の
区
域
内
の
相
互
通
話
は
、

上
図
の
二
桁
の
市
内
局
番
と
現
在
の
電

話
番
号
の
六
桁
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
だ
け

で
通
話
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

印
刷
物
な
ど
に
電
話
番
号
を
入
れ
る

場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
地
域
で
、
話
題
・
催
し
物

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
〃
市
報
た
か
は
ぎ
〃
は
、
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
と
し
て
、
内
容

を
さ
ら
に
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

連
絡
先
は
、
市
民
活
動
課
広
報
広
聴

係
（
恋
③
二
一
二
内
線
二
六
二
ま
た

は
二
一
四
）
へ
ど
う
ぞ
。

ま
つ
で
い
ま
す

ロ
》

一
》

み
ん
な
の
話
題

が
、
な
ぜ
、
か
え
ら
れ

た
の
か
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
。

た
ぶ
ん
、
本
紙
の
実
務
担
当
者
は
、

こ
の
欄
だ
け
が
叫
ん
で
い
る
〃
自
然
破

壊
の
危
期
〃
を
見
る
に
見
か
ね
て
、
Ⅵ

を
つ
け
て
し
ま
っ
た
勇
足
な
の
だ
ろ
、
７
。

人 | ’る ナ 龍
プフ ｗ
各
種
団
体

教
育
や
、
環
境
保
全
の
面
で

各
種
団
体
・
組
織
の
人
々
が
、

足
す
る
ほ
ど
気
合
い
の
か
か
っ

こ
の
熱
意
を
意
識
す
る
の
は

つ
の
日
だ
ろ
う
か
。

小
鳥
は
死
ん
で

は
く
せ
い
を
残
す

君
田
小
学
校
に
、
落
烏
（
ら

ち
よ
う
Ⅱ
死
ん
だ
鳥
の
こ
と
）

は
く
製
十
羽
と
、
立
派
な
ケ

ス
が
二
個
寄
進
が
あ
っ
た
。

写
真
地
元
学
区
の
鈴
木
正

さ
ん
と
、
松
本
基
さ
ん
に
よ

も
の
て
あ
る
。

こ
れ
は
、
本
紙
八
十
三
年
七
月

〃

〆
』
｝

⑬

読
者
の
中
に
は
、
不

審
だ
と
気
づ
い
た
か
た

か
い
た
と
思
う
が
、
こ
の

コ
ラ
ム
正
月
号
の
題
が
、

内
容
と
合
っ
て
い
な
か

っ
た
。
「
市
内
の
自
然

は
無
防
備
Ⅵ
」
と
あ
っ

た
が
、
こ
れ
は
、
蟇
の

Ｖ
で
終
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
「
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
」

と
題
字
を
つ
け
た
原
稿

よ
み
か
え

落
烏
教
材
に
甦
る

号
で
発
表
に
な
っ
て
い
た
君
田
小
の
「
日

本
鳥
類
保
護
連
盟
か
ら
の
全
国
表
彰
」

に
関
係
か
あ
る
。

野
鳥
観
察
に
と
り
く
ん
だ
君
田
小
児

童
が
、
山
や
庭
先
、
た
ん
ぼ
や
道
端
な
ど

で
発
見
し
た
落
烏
を
冷
凍
し
て
お
い
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
全
額
無
料
（
末
端
価

格
一
羽
約
七
千
円
）
で
は
く
製
に
し
て

く
れ
、
松
本
さ
ん
は
、
そ
の
事
を
知
っ

て
人
形
ケ
ー
ス
の
大
き
い
の
を
二
つ
買

っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

原
因
不
明
で
死
ん
だ
小
鳥
た
ち
は
、
こ

う
し
た
善
意
の
か
た
が
た
に
よ
っ
て
、

貴
重
な
教
材
と
な
っ
て
よ
み
が
え
っ
た
。

ご
川
名
へ
の
感
謝
と
、
君
田
小
児
童

の
幸
い
を
特
筆
し
て
お
き
た
い
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

謡翰鋳鶴

(8)



永
禄
六
年
二
五
六
三
）
の
記
事
に

「
道
安
霊
’
九
・
廿
七
山
能
川
上
」

と
み
え
る
。
山
能
は
山
尾
で
山
の
麓
の

意
味
で
あ
る
。
小
野
崎
氏
は
こ
の
地
に

城
を
築
き
、
山
尾
城
と
呼
ん
だ
。
現
在

の
十
王
町
友
部
に
あ
る
十
王
中
学
校
敷

地
に
あ
た
る
。
「
川
上
」
は
友
部
の
小

字
で
あ
る
。
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）

の
記
事
に
も
「
山
能
の
賀
倉
井
殿
十
・

故
に
あ
う
こ
と
を
「
ま
さ
か
…
：
。
」
と
下
の
表
の
見
舞
金
額
を
ご
く
簡
単
な
手
年
間
）
の
受
け
付
け
は
、
二
月
一
日
か

い
う
よ
う
に
考
え
て
い
な
い
で
し
ょ
う
続
き
で
す
ぐ
受
け
取
れ
る
こ
と
に
な
っ
ら
市
役
所
市
民
相
談
室
（
丑
③
二
三

か
。
し
か
し
、
交
通
事
故
は
一
瞬
の
間
て
い
ま
す
。
一
内
線
一
二
四
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

に
起
こ
り
ま
す
。
加
入
申
込
書
に
現
金
を
添
え
て
手
続
き
を

事
故
の
痛
ま
し
さ
は
お
金
で
償
え
る
◎
加
入
す
る
に
は

し
て
く
だ
さ
い
。
加
入
で
き
る
人
は
、

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
と
五
十
九
年
度
分
（
四
月
一
日
か
ら
一
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

三
一
一
一
一
一

三

三

三

三

三

一

三

三

一

一

一

三

三

一

三

三

一

三

一

三

三

一

一

三

三

三

三

三

一

三

一

三

一

三

一

三

一

一

一

三

一

三

一

一
三

三
一
一
三
一
三
一
一
一
一
一
一
一
二
三
一
一
三
三
一
一
一
一
三
三
一
一
一
三
三
一
一
一
三
三
三
一
一
一
三
三
一
一
一
三
三
一
三
一
三
三
三
一
一
三
三

三
一
一
一
三
一
三
一
一

一
」
、
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
の
緒
に
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
と
の
配
慮
か
川

又
帳
”
塁
聴
誹
芸
諄
・
…
…
；
、

去

、りみ
ｎ
く
過
』
八
五
）
の
記
事
に
「
法
諦
霊
正
・
七

錐
壁
挫
壱
寺
永
田
日
山
能
磯
の
掃
部
衛
門
」
と
あ
る
。

今
，
丁
法
刈
志

賀
倉
井
殿
や
磯
野
掃
部
衛
門
は
、
小

口
Ｈ
１
行
、
錘
！
野
崎
氏
の
家
臣
で
あ
ろ
う
か
。
磯
野
掃

、＃げ
に
，
側
赤
部
術
門
の
女
房
は
、
天
文
十
一
年
（
一

五
四
二
）
十
二
月
十
四
日
に
死
亡
し
、

そ
れ
か
ら
四
十
三
年
目
の
天
正
十
三
年

お
と
な
六
百
円
子
ど
も
一
一
一
百
円

で
見
舞
金
は
最
高
百
万
円

』
）

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

県
民
交
通
災
害
共
済

皆
さ
ん
は
、
自
分
や
家
族
が
交
通
事
で
お
き
ま
す
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、

正
月
七
日
に
掃
部
衛
門
が
こ
の
世
を
去

っ
た
。
掃
部
衛
門
の
妻
は
、
ず
い
分
若

く
し
て
没
し
た
こ
と
か
知
ら
れ
る
。

妙
法
寺
の
住
職
は
掃
部
衛
門
の
妻
に

「
妙
諦
」
、
掃
部
衛
門
に
「

法
諦
」
と

い
う
よ
う
に
、
「
妙
法
」
の
二
字
を
仲

良
く
分
け
て
つ
け
て
い
る
の
は
興
味
深

い
。
今
生
で
は
縁
の
薄
か
っ
た
夫
婦
で

あ
っ
た
が
、
来
世
で
は
い
つ
ま
で
も
一

き
急
場
を
し
の
い
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

県
民
交
通
災
害
共
済
が
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。
お
と
な
一
人
六
百
円
、
子
ど
も

（
中
学
生
以
下
）
三
百
円
を
払
い
込
ん

山
尾
城
跡
（
十
王
中
学
校
敷
地
）

見舞金

見舞金額等級 災害区分

死 亡

治療実日数
181日以上

100万円

30万円

1

２

３
４
５ 5

『ノ

151日以上
25万円

〃

121日以上
〃

91日以上

20万円

15万円

″
″

10万円６
’
７

61日以上

善
意
あ
り
が
と
う

○
パ
ブ
ス
ナ
ッ
ク
「
シ
オ
ン
」

社
会
縞
祉
へ
十
万
円

○
市
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会

青
少
年
育
成
・
老
人
福
祉
・
交
通
遺

児
へ
十
万
円

○
キ
リ
ス
ト
教
聖
児
幼
稚
関
高
萩
分
団

身
体
障
害
者
へ
二
万
八
千
五
百
円

○
北
部
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
エ
場

臨
海
学
園
へ
三
万
六
千
五
百
円

○
鈴
木
豐
雄
さ
ん
Ⅱ
日
立
市

臨
海
学
悶
へ
五
千
円

圏
寄
贈

○
高
小
第
六
学
年
児
童
保
護
者
一
同

卒
業
記
念
と
し
て

池
の
浄
化
装
置
一
式
・
花
壇
・
杣
木

○
松
本
基
さ
ん
・
鈴
木
政
一
さ
ん
Ⅱ
下

君
田

君
小
へ
小
鳥
の
は
く
製
（
ケ
ー
ス
付
）

○
佐
川
俊
雄
さ
ん
Ⅱ
高
萩

市
立
図
書
館
へ
害
一
点
（
故
翠
龍

先
生
の
作
）

」

41日以上 8万円１
命

〆
１
１

〃

21日以上 6万円8

信 〃

8日以上
〃

3日以上

3万円9
ー

2万円10

身1本|草害者

1級・ 2級該当
50万円身|境

※自動車安全運転センター所長の発行する

聿放証明か．必要ですので、事故の場合は

かならず警察署に届けてください。

※事故証明がない事故は、 9等級（3万円）

までです。℃
圏
歳
末
助
け
合
い
に

○
新
日
鍛
独
身
寮
一
同
二
千
五
百
円

○
生
長
の
家
、
益
子
泰
治
さ
ん

一
万
円

○
菅
波
い
ね
さ
ん
Ⅱ
高
萩六

百
五
十
三
円

○
塩
畑
愛
子
さ
ん
Ⅱ
秋
山

一
万
五
千
円

○
熊
代
ミ
ヨ
シ
さ
ん
Ⅱ
高
萩

八
百
二
円

○
Ｎ
Ｋ
高
萩
工
場
管
理
職
一
同

五
万
五
千
円

○
遺
族
会
婦
人
部

一
万
六
千
百
八
十
三
円

○
鉄
リ
ン
会
一
千
八
百
円

○
五
町
商
事
二
万
七
千
三
百
五
円

○
母
子
福
祉
会
三
千
八
十
五
円

○
県
北
地
区
同
盟
一
万
円

○
秋
山
順
惠
さ
ん
Ⅱ
安
良
川
一
万
円

○
高
萩
ス
タ
ン
プ
会

三
万
九
千
五
百
三
十
八
円

○
聖
徳
保
育
閲
職
員
一
同

一
万
八
千
円

○
秋
山
中
学
校
生
徒
会二

万
七
千
二
百
円

○
秋
山
小
学
校
児
童
会

二
万
六
千
九
百
六
円

○
み
の
わ
技
芸
学
院
職
員
生
徒
一
同

一
万
五
千
四
十
一
円

○
立
正
佼
成
会
茨
城
教
会
高
萩
第
一
・

第
二
支
部

十
八
万
二
千
六
百
三
十
円

○
大
島
た
ま
さ
ん
Ⅱ
高
浜
町
二
千
円

○
高
萩
小
学
校
児
童
会
一
万
円

○
小
野
よ
し
子
さ
ん
Ⅱ
高
戸

五
千
九
百
九
十
六
円

(9)
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申
請
様
式
は
建
設
省
統
一
様
式
で
す
。

建
設
工
事
関
係

添
付
す
る
書
類
は
、
次
の
順
序
に
と
じ

昭
和
五
十
九
年
度
の
高
萩
市
建
設
工
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
・

事
等
の
指
名
願
い
を
受
け
付
け
ま
す
。
①
納
税
証
明
書
（
国
税
・
地
方
税
）

○
受
付
の
日
ど
り
市
内
の
業
者
は
、
市
県
民
税
・
固
定

三
月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
自
動
車
税
・

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。
日
曜
国
民
健
康
保
険
税
等
直
前
二
か
年
分
の

日
を
除
き
、
土
曜
日
は
午
前
十
一
時
三
証
明
書

十
分
ま
で
．
（
県
外
業
者
も
同
じ
）
②
工
事
経
歴
書
（
営
業
経
歴
聿
巨

○
受
付
場
所
③
溌
術
者
経
歴
害

総
務
部
庶
務
課
（
市
役
所
本
庁
舎
三
④
営
業
用
機
械
器
具
一
覧
表

階
）
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
③
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
証
明

送
は
受
け
付
け
い
た
し
ま
せ
ん
。
書

○
願
書
様
式
お
よ
び
添
付
書
類
⑥
法
定
外
労
災
補
償
制
度
へ
の
加
入
証

指

願
い
を
受
け
付
け
ま
す

寒 椿

願成寺に下る赤浜の宿のあたりには、椿の木が多く、寒い

‐-、 北風を除けた日だまりには、もう－、二輪紅い花ものぞかせて

ー‘ いる。木々の間からは遠く大津の岬も見え、紺胄の海がきら

きらと輝いて、明かるい早春の気配がただようている。

絵と文伊藤龍馬
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＝、
明
書
（
加
入
し
て
い
る
場
合
）

⑦
建
設
業
許
可
証

⑧
営
業
所
等
一
覧
表

⑨
経
営
事
項
審
査
申
請
書

添
付
書
類
の
う
ち
各
証
明
書
は
、
複

写
機
に
よ
る
写
し
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

指
名
願
い
に
必
要
な
申
請
用
紙
は
、

建
設
業
協
会
で
お
求
め
く
だ
さ
い
・

広
域
下
水
道
組
合
関
係

五
十
九
年
度
の
日
立
・
高
萩
・
十
王

広
域
下
水
道
組
合
建
設
工
事
等
の
指
名

願
い
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
受
付
場
所

広
域
下
水
道
組
合
庶
務
課
（
冠
②
五

五
一
七
）

受
け
付
け
の
日
ど
り
お
よ
び
申
請
書

類
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
と
同
じ
。

高
萩
市
・
十
王
町

事
務
組
合
関
係

五
十
九
年
度
の
高
萩
市
・
十
王
町
事

務
組
合
建
設
工
事
等
の
指
名
願
い
を
受

け
付
け
ま
す
。

○
受
付
場
所

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
事
務
局

醗
隠
蝿
騨
騨
噛
、
将
騨
蝿
溌
輔
齪
鞍
餓
Ｊ
…
２
４
Ｆ
舞
・
、
今
可
瞬
酔
…
噸
計

月の納税一

資産税(4期）

｜

’
｛都市計画税(4期）

国民年金(4期）

納期限 2月29日

」

～人口と世帯

i前月比

(+14)

親
子
ス
キ
ー
教
室
へ
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

○
と
き
三
月
二
十
五
日
か
ら
二
十

○
と
き
二
月
十
日
（
金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

○
と
こ
ろ
常
陽
銀
行
高
萩
支
店

○
年
金
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
丹
篤
先
生

相
談
は
一
切
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

（
芯
③
二
一
三
内
線
三
八
二

受
け
付
け
の
日
ど
り
お
よ
び
申
請
書

類
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
と
同
じ
。

給
食
セ
ン
タ
ー
関
係

五
十
九
年
度
の
学
校
給
食
用
物
資
納

入
希
望
業
者
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
指
定

の
様
式
に
よ
り
、
二
月
末
日
ま
で
に
指

名
願
い
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
（
恋
③

七
四
一
二
）
ま
で
ど
、
７
ぞ
。

釦3

親
子
ス
キ
ー
教
室
言
一
”
｜

竜

坤

年
金
Ⅷ
相
談

Ｊ

十
一
１

坪
男
女
齢

33，436

16, 405

17， 031

9， 950

(59年1月1

〆
》

6）H

イ ’ J…8）

(＋6）

日現在）

盤謎鰯轆搦露鍔辮率認悪f 』蓋鵯澤野

三
月
二
十
日
「
春
分
の
日
」
は
祝
日

で
あ
る
た
め
、
ゴ
ミ
収
集
は
休
み
と
な

り
ま
す
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
は
三
月
二
十

三
日
に
収
集
し
ま
す
。

○
収
集
日
三
月
三
十
日
を
二
十
一
日

に
訂
正

○
地
区
名
有
明
町
、
肥
前
町
、
行
人

塚
、
石
河
原
、
小
島
団
地

高
戸
、
赤
浜

申
し
込
み
は
、
参
加
料
を
添
え
て
市
民

体
育
館
（
冠
③
二
五
五
二
）
へ
ど
う
ぞ
。

日曜当番医

六
日
（
一
泊
二
日
）

○
と
こ
ろ
国
際
栗
子
ス
キ
ー
場

（
山
形
県
）

○
参
加
料
親
子
で
一
万
八
千
円

○
受
付
期
間
三
月
一
日
か
ら
十
日

｢ﾖI

ゴ

ミ
収
集
日
の
訂
正

2月26日 滝川医院春日町 ③3100

白土医院東本而3月4日 ⑳2697

諸原医院 戸 ⑳3113
ロ

I司

3月1l日

十王医院
3月18日 立花医院

⑫3266十王町

東本町 ⑳3512

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです
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